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風

土

と

用

字

　
上
代
に
お
け
る

「
湖
」
に
つ
い
て
　

八

木

毅

延
喜
式

巻
九
神
砥

九
、
遠

江
国
浜
名

郡
の
条

に
、
猪
鼻
湖
神
社
と

い
ふ
の
が

あ

る
。
吉

田
東

伍
博

士
は

「後
世
、
浜
名

郡

の
水
海

の
支
湾

(大
崎
湖
)
を
猪

鼻

湖
と
云

ふ
」
が
そ
れ
は
誤
り

で
、
古

代
の
猪
鼻

の
駅
は
、
浜
名
湖

の
南
岸
、

橋
本

の
宿

で
あ

つ
た
と
考
證
し
、
猪
鼻
湖
神
社
は
、
そ
の
駅

の
湖

口
を
拒
す
る

と

こ
ろ

に
あ

つ
た

の
で
、
ヰ

ハ
ナ
ノ
ミ
ナ
ト
の
神
社
で
あ
る
と
し
て
を
ら
れ

る

の
で
あ
る
.

(大

日
本
地
名
辞
書

)
古

い
時
代

に
は
舟

の
泊

り

に
河
口
が
利

用

せ
ら
れ
た
。
そ
れ
も

、
河

口
に
築
堤

し
て
水

門
が
で
き

て
ゐ
た
り
、
河
口
近

い

内

陸

に
、

湖

沼
で
も
あ
れ
ば
泊

地
と

し
て
は
更
に
都

合
が

よ
か

つ
た
。

万
葉
集

・
風
土
記

・
霊
異

記
な
ど
に
は
、

ミ
ナ
ト
を
表
は
す
文
字

に
、

(吉

田
博

士
が
猪
鼻

湖
と
よ
ま
れ
た
や
う

に
、
)

し
ば
し
ば
湖
や
潮

の
字
が
用
ひ
ら

れ

て
そ

れ
が
現
代

の
ご
と
く
ミ
ヅ

ウ
ミ
の
意

に
は
殆
ん
ど
使
は
れ
て

ゐ
な

い
の

で
あ
る
。
そ

れ
は
、
何

に
よ
る

の
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
疑

問
に
対

し
て
山
田
孝

雄
博

士
は
、
す
で

に
、
か
な
り
詳
細

に
論
述

せ
ら
れ
て

ゐ
る

の
で
あ
る
が
、

い

ま
諸
例
を
検
討

し
、
博

士

の
考
説

を

出
発
点
と
し

つ
つ
、

風
土
的
な
側

面

か

ら
、

こ
の
文
字

の
使
用

の
実
際

に

っ
い
て
考
察

し
て
ゆ
き
た

い
と
思

ふ
の
で
あ

る

。ま
つ
上
代
の
述
作

に
お
け
る

「
湖
」

の
用
例

を
挙
げ

て
み
よ
う
。

一

香
島
郡
、
東
大
海
南
下
総
常
陸
堺
安
是
湖
西
流
海

(常
陸
国
風
土
記
)

安
是
湖
は
、

利
根
川

の
河
口
、

銚

子
の
こ
と

で
、

吉

田
博

士

に
よ
れ

ば
、
文
化

四
年

に
清
国
船
が
漂
着
し
て
か
ら
銚
子

の
海
門
は
だ
め

に
な

っ

た
が
、
そ

れ
ま
で
は
千
石
積

の
大
船
も
容

易
に
出
入
し
て
ゐ
た
と

い
ふ
こ

と
で
あ
る
。

　
右

の
一
四
至

の
続
き
、
北
那
賀
香
島
堺
阿
多
可

奈
湖

(同
前
)

阿
多
可
奈
湖

は
那
珂

川
河

口
の
那
珂

の
湊
で
あ
る
。

　
牲
来
之
舟
、
悉
留
印
南
之
大
津
江
、
上
於

川
頭

、
自
賀
意
理
多
之
谷
引

出
而

通
出
於
赤
石
郡
林
潮
、

(
播
磨
国
風
土
記
)

林
潮

は
明
石
郡
林
崎
村
大
字
林

(明

石
市
林
)
、
明
石

川
の
河

口
。
万

葉
集

巻
七

(後
出

)
ア
カ
シ
ノ
ミ
ナ
ト
と
あ
る
も

の
。

　
所
以
称
継
潮
者
、
昔
此
国
有

一
死
女

、
爾
時
筑
紫
国
火
君
等
祖
到
来
復



生
、
価
取
之
、
故
号
継
潮

(同
前
)

継

潮
は
飾
磨
郡
糸
引
村

大
字
継

(姫
路

市
継
)

の
八
家
川
河
口
。

五

佐
太
川
、
源
有

二

(分
注

略
)
南
流

入
佐
太
水
海

、
即
水
海
周

七
里
有

鮒
水
海
通
入
海
、
潮
長

一
百
五
十
歩
広

一
十
歩

(出
雲
国

風
土

記
)

佐
太

潮
は
、
佐
太
水
海

か
ら
南
側

の
宍
道
湖

に
通
ず

る
水
路

を
利
用
し

た
泊

り
。

六

薗
、
長

三
里

一
百
歩
広

一
里

二
百
歩
、
松
繁
多
莫
、
即
自
神
門
水

海
通

大
海
潮

、
長

三
里
広

一
百
廿
歩

(同

前
)

薗
潮

は
神
門
水
海
か
ら
日
本
海

に
通
ず
る
水
路
を
利
用

し
た
泊
り

で
、

神
戸

川

の
河
口
。

七

稲
日
野
毛
去
過
勝
爾
思
有
者
心
恋
敷
可
古
能
島
所
見

一
云
湖
見

(万
葉

集
巻

三
、

二
五

三
)

可

声
湖
は
加
古
川

の
河

口
。
類
聚
古
集

に
は
湖
は
潮

。

八

吾
船
者
枚
ヵ
湖
爾
拷
将

泊
奥
部
莫

避
左
夜
深
去
来

(同

前
、

二
七
四
)

枚
乃
湖
は
滋
賀
県

滋
賀

郡
小

松
村
比
良
、
雄
松
崎

の
附
近
。

九

藍

辺
波
鶴
之
嬰
鳴
而

湖
風
寒

吹
良

武
津
乎
能
埼
羽
毛
(
同
前
、
三
五

二
)

津
乎
能

埼
は
、
和

名
抄

に
近
江
国
浅
井

郡
都
宇
郷

(
東
浅
井
郡
朝

日
村

の
あ
た
り

)
と
す

る
代
匠

記
の
説

に
対

し
て
、
伊
豫

国
野
間

郡
説
も
あ

っ

て
不
明
。
湖

風
は
、
後
出

の
湖
舞
と
同
様
、
普
通
名
詞

の
造
語
成
分
と
な

っ
て
ゐ
る
。

　
近
江
之
海

湖
者
八
十
何
爾

加
君

之
舟
泊
草
結

兼
(同
前
巻
七
、
一
一
六
九
)

湖

は
こ
こ
で
も
、
九

の
場
合
と
同
様

に
、
普
通
名
詞
と
し
て
用
ゐ
て
ゐ

る
。

　
大
海
爾
荒
莫
吹
四
長
鳥
居
名
之
湖
爾
舟
泊
左
右
手

(
同
前
、
一
一
八
九
)

居
名

之
湖
は
猪
名

川
河

口
。

い
ま

の
尼
ケ
崎
市
東
部
。

　
吾
舟
者
明
石
之
湖
爾
拷
泊
牟
奥
方

莫
放
狭
夜

深
去
来

(
同
前
、

一
二
二

九
)明

石
之
湖

は
明
石

川
の
河

口
。

い
ま

の
明
石
市
船
上

。
古
葉
略
類
聚
砂

に
は
明
且
石
之
潮

。

　
高

島
之
足
利
湖
乎
携

過
而
塩
津
菅
浦
今
香
将
拷

(同
前
巻

九
、

一
七
三

四
)足

利
湖
は
安
曇

川

の
河
口
。

　
湖
葦
交
在
草
知
草
人
皆
知
吾
裏
念

(
同
前
巻
十

一
、

二
四
六
八
)

湖

葦
は
河

口

の
み
な
と
近
辺

に
生
ひ
し
げ

っ
て
ゐ
る
葦

。
類
聚
古
集

に

潮
葦

。　
湖
核
延
子
菅
不
蠣
隠
公
恋
乍
有
不
勝
鴨

(
同
前

、

二
四
七
〇
)

類
聚
古
集

に
潮
。

　
湖
転
爾
満
来
塩
能
弥
益

二
恋
者

錐
剰
不
所

忘
鴨

(同
前
巻
十

二
、
一一二

五

九
)

湖
転

は
湊
回
で
湊

の
め
ぐ
り
の
意
。

右

に
あ
げ
た
湖

・
潮
に

つ
い
て
、
は
じ

め
て
注
を
付
し
た

の
は
、
周
知

の
ご

と
く
仙
覚
で
あ

っ
た
。
万
葉
抄
巻

三
に

「
湖

ノ
字
訓
、
ウ

シ
ホ
不

審
ナ
リ
、

ミ

ナ
ト

ニ
ツ
カ

ヘ
ル

コ
ト

ハ
阿
波

国
風
土
記
中

二
、
中
潮

、
呉
潮

ナ
ド

ニ
モ
用
之

タ
リ
」

と
あ

っ
て
、
仙
覚

は
、
湖

・
潮
を
す

べ
て

ミ
ナ
ト
と
訓
ま
ね
ば
な
ら

ぬ

こ
と

に
つ

い
て
不
審

を
抱

い
て
ゐ
た
こ
と
が
判

る
の
で
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
、

彼

の
時
代

に
、
す
で

に
湖
ま
た
は
潮

が
、
ミ
ナ
ト
の
意

に
用

ゐ
ら
れ
な
く
な

っ

て
ゐ
た
こ
と
を
示
し
て

ゐ
る

の
で
あ
る
。

仙
覚
が
万
葉
集

の
い
は
ゆ
る
新
点

に
奏
状
を
添

へ
て
後
嵯
峨
上
皇

に
奉

っ
た



の
が
建
長

二
年
（
一

二
五
三
)

、
仙
覚
抄

の
成

っ
た
の
が
文
永

六
年

二

二
六

九
)
、
そ
れ

に
お
く
れ
る
こ
と
四
五
十
年

、
正
和

四
年

(
;

二

五
)
頃

に
色

葉

字
類
抄
を
増
補

し
て
出
来
た
伊

呂
波
字
類
抄

に
は
、
湖

は
水
海

と
と
も

に
ミ

ヅ
ウ

ミ
と

し
て
出
て

ゐ
る

の
で
あ
る
。
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄

に
も
湖
は
水

ウ

ミ
、

ミ
ナ

ト
に
は
湊
が
で
て

ゐ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
仙
覚

が
不
審
を
抱
き
、
伊

呂
波
字
類
抄
が
湖
を

ミ
ヅ
ウ
ミ
と

の
み
し
た

の
は
当
然

で
あ
る
と

い
ふ
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
仙
覚

の
新
点

に
わ
つ
か

に
先
ん
ず

る
字
鏡
集

に
は
、
潮

に
、
ミ

ナ

ッ
の
訓
が
あ

る
の
は
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

一
か
ら
　

ま
で

に
挙
げ
た
諸
例
を
見
る

に
一
二
三

四
五
六
七
二
三

日
は

い
つ

れ
も
河

口
の
ミ
ナ

ト
に
湖
ま
た
は
潮

の
字
を
あ
て

て
ゐ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ

っ
て
、
八
九

に
つ
い
て
は

い
ま
だ
詳
か

に
し
な

い
が
、
そ
の
場
所
が
明
ら
か

に
な

れ
ば
或
ひ
は
同
様

な
こ
と
が

い

へ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
は
れ
る

の
で
あ
る
。

ま
た
右

に
引
例

し
た
も
の
だ
け

に
つ
い
て
み
て
も
　

　
　

な
ど
は
湖

と
あ
り
、
三
四四
五
六
な
ど
は
潮

と
な

っ
て
ゐ
て
、
そ
れ
ら

の
中

に
も
写

本

に
よ

っ
て
は
湖
が
潮

と
な

っ
て
ゐ
る
も

の
、
潮
が
湖

と
な

っ
て
ゐ
る

も

の
が

あ

っ
た
り

す
る
の
で
あ
る
。

　
紀
万
侶
朝
臣
居

住
於

同
国
日
高
郡
之
潮

(中
略
)
水
甚
荒

、
忽

絶
縄
解

繊

、
過
潮

入
海

(
霊
異
記
下
巻
第

二
五
話

)

日
高
郡
之
潮
は

日
高
川
河

口
。
現
在

の
御
坊
港
。

　
伊

勢
勅
使
進
発
、
依
保
曹
久
毘
南
江
潮
、
匹
駕
暫
囲
立

(
大
神
宮
儀
式

解

巻
第

一
所

引
、

勅
使
部
類
、

長
治

二
年

(
一
一
〇
五
)

八
月
十
三
日

条
、
大
神
宮
叢
書
本

39
頁
)

　
南

は
海
湖
あ
り
漁
舟
浪

に
浮

ぶ

(東
関
紀
行
)
海
湖
は

二
字
で
ミ
ナ
ト

と
訓
む
。

右

の
や
う

に
時
代
を
く
だ

っ
て
き
て
湖

・
潮
を

ミ
ナ
ト
に
用

ゐ
る
下
限
は
、

管
見

に
従

へ
ば
、
鎌
倉
初
期
、
十
三
世
紀
半

ば
の
　

お
よ
び
前
述

の
字
鏡
集
の

あ
た
り
ま
で
で
.
こ
れ
ら

と
前
後

し
て
な

っ
た
海
道
記

に
は
、
湖
を
、

ミ
ヅ
ウ

ミ
に
使

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ミ
ヅ
ウ
ミ
は
、
五
六

に
も
見

ら
る
る
如
く
、
水
海
と
書
か
れ
、
或
ひ
は

ア

ハ

ウ
ミ
と

い
ふ
言
葉
を
淡
海
、
相

海
な
ど
の
文
字
を
用

ゐ
て
記
し
た
。
和
名
抄
は

湖

を

「
広
雅
云
大
池
也
、
和
名
三
都
宇
美
」
と
し
て
ゐ
て
本
義

に
つ
い
て

の
わ

き
ま

へ
は
、
辞
書
的

に
は
あ

っ
た
と

い
ふ
こ
と
だ
け

は
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

ミ
ナ
ト

は
本
来
、
水
門

の
意
で
あ
る
こ
と

は

い
ふ
ま
で
も
な

い
。
お
ほ
門
、
河

門
、
瀬
戸
、
長
門
、
鳴
門
、
島
門
、
難
波
戸
、
明

石

の
門
な
ど
と

い
は
れ
る
門

は
、
水

路
の
両

側
が
狭
く

な

っ
て
ゐ
る

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
の
内

、
船
舶

の
停

一

泊

に
都
合

の
よ

い
と
こ
ろ
に
は
自
然

と
船
が

あ
つ
ま

っ
て
湊

の
字
で
あ
ら
は
さ

れ
る

ミ
ナ
ト
と
な
り

、
万
葉
集

で
は
、
湊
、
水
門
、
美
奈
刀

な
ど
で
で
も
表
記

せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
ミ
ナ
ト
ノ
カ
ミ
が
祀
ら

れ
、
水

門
神

(
日
本

書
紀
)
、
湊
神
、
湊

口
神

(
三
代
実
録

)
な
ど
が
史
書

に
見
ら
れ
、
本
稿
冒
頭

に
あ
げ
た
湖

ノ
神
も
で
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で

は
湖

・
潮

の
文
字
を
何
故

、
ミ
ナ
ト
に
用

ゐ
た

の
で
あ
る
か
と

い
ふ

こ
と

に
な
る
が
、
そ
こ
で
考

ふ
べ
き
殆
ん
ど

の
こ
と
は
す
で
に
山

田
孝
雄
博
士

が
万
葉
集
講

義

に
お

い
て
述

べ
て

を
ら
れ
る

の
で
、

こ
こ
に
そ
の
大
略
を
引

き
、
さ
ら
に
わ
た
く
し
の
さ
さ

や
か
な
る
考
説
を
加

へ
む
と
す
る
の
で

あ
る
。

山
田
博

士
は
七

の
歌

の
講
義

に
お

い
て
、

「潮
見

」
を
如
何

に
よ
む

べ
き
か
。
古
写
本

に
は

(細
井
本
を
除
く
)

い
つ

れ
も

「
潮

」
を

「
湖

」
に
つ

く
れ
り
。

而
し
て
京

都
大
学
本

に
は

「
ウ
ミ
ミ



ユ
」

と
訓
を
施
せ
る
が

、
他

の
古
写
本

に
は
訓
な
し
。
契
沖
は
潮

字
を

「
ミ
ナ

ト
」
と
も

「
ハ
マ
」

と
も

「
シ
ホ
」
と
も

よ
む

べ
き
由
を

い
ひ
て
断
案

を
下
さ

ず

、
童
蒙
抄

は

「
ウ
ミ
ミ

ユ
」
と
よ

み
、
考

に
は

「
湖
見
」

の
誤
と
し
て
ミ
ナ

ト

ミ

ユ
と
よ

み
、
槻
落
葉

は

「
湖
見
」

の
誤

と
し
て

「
ミ
ト

ユ
ミ
」

と
訓
し
た

る
が
、
略
解
、
致
証
以
下
は
考

の
説

に
よ
れ
り
。
さ
て
こ
の
字

は
本

に
よ
り

て

「
潮
」

と
も

「
湖
」
と
も
書
け
る
が
、
先

づ

「
潮
」
字

に
つ
き
て
考

へ
る
に
、

こ
れ
を

「
し
ほ
」
と

よ
み
て
は
全

く
意
通
ぜ

ね
ば
、
そ

の
意

に
あ
ら
ざ
る

べ
き

こ
と
明

ら
か
な
り
。

(中
略

)
さ

て

「
湖
」

に
は
果

し
て
ミ
ナ
ト
と
よ
む

べ
き

理
由

あ
り

や
。

「
湖

」
は
通
常

ミ
ヅ
ウ
ミ
と
訓
ず

る
も

の
に
し
て
、
ミ
ナ
ト
と

よ

蒙
む
は
不

審
な
る
が

如
し
。
然

れ
ど
も
説
文
を
見

れ
ば

「
湖

ハ
大
陵
也

]
と

あ
り

て
、
本

義
は
ミ
ヅ
ウ
ミ
の
義

に
あ
ら
ず
。
或
は
そ

の
大
破

の
義
よ
り

ミ
ナ

ト
の
訓
を
加

へ
し
な
ら
む
。
然
ら
ば
義
訓
と

い
ふ
に
似
た
り

。
(中
略

)
「
潮

」

は
如
何

と

い
ふ
に
、

こ
れ

に
は
如
何

に
し

て
も

ミ
ナ
ト
の
訓
の
出
づ

べ
き
点
を

み
ず

(中

略
)

徳
富
蘇

峯
氏
蔵

の

長
暦

五
年

正
月

(
注
長
暦
四
年

十

一
月
十

日
、
長
久
元
年

に
改
元
)
書
写

の
大
唐
西
域
記

巻
十
を
閲
覧

せ
し

に

「潮
波
交

帯
域
邑

」
と

い
ふ
文
字
を
記
し

て
そ

の

「
潮
波
」

に

「
コ
ハ
」
と

い
ふ

フ
リ
ガ

ナ
を
施

せ
り
。

而

し
て
こ

は
正

し
く

「
湖
波
」

と
あ
る
べ
き
と

こ
ろ
な
り
。

(
中
略

)
さ
て

こ
そ
潮
は
湖

の
別
体

に
し
て
、
し
か
も
そ

の
荘
重

な
る
体

な
り

と

い
ふ

意

識
を
有

し
た
り

し
も

の
と
考

へ
ら

れ
る
。

か

く
考

ふ

る
と
き
は

「
潮
」
は

ミ
ナ

ト
に
用

ゐ
る
は
当
初
よ
り

し
か
書

き
た
り

し
も

の
に
し
て
、
伝

写

の
際

に
設
り
し
も

の
と
も

い
ふ
を
え
ぎ

る
も

の
な
ら
む
。

博

士
の
所

説
を
約
三
分

の

一
に
要
約
す

れ
ば
大
体

以
上
の
如
く
で
あ

っ
て
、

本
稿

で
取
上
ぐ

べ
き
と

こ
ろ
は
略

つ
く
さ

れ
て
ゐ
る
と

い

っ
て
も
過
言

で
は
な

い
の
で
あ
る
。

か
く
の
如

く

に
し
て
湖
が

ミ
ナ
ト
の
意

に
用

ゐ
ら
れ
る

に
至

っ
た

の
は
、
支

那
と
は

お
も
む

き
を
異

に
し
た
わ
が
国

の
風
土
の
影

響
が
あ

っ
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
考

へ
る

の
で
あ
る
。

前
述

の
や
う
に
、
万
葉
集
で
は
ミ
ナ
ト
の
義
に
、
湊
、
水
門
を
用

ゐ
て

ゐ
る

の
で
あ
る
が
、
前
者
が
よ
り

人
文

地
理
的

な
理
解

に
も
と

つ
く

の
に
対
し
て
、

後
者

は
よ
り
自
然
地
理

的
な
把
握

の
仕
方

に
も
と
つ

く
用
字

で
あ
る
。

七

の

「可

古
能

湖
」
は

一
方

で
は

「
鹿
子

ノ
水
門
」

(応
神
紀
十
三
年
)
と
書

か
れ

て

ゐ
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
も
前
述

の
や
う

に
、
水

門
は
、

ミ
ナ
ト

の
わ
が
国

に

お
け
る
語
源
を
示
す
と
同
時

に
、
瀦
水

之
大
破
也
と

い
ふ
、
湖

の
本

義
に
も
か

か
は
り

つ
つ
、湖

の
訓
を
示
唆

し
て
ゐ
る
と
も

い
ふ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

古

代

の
ひ
と
が
大
和

か
ら
河
内

に
出

で
、
摂
津

に
来
り

て
、

の
ら

う
と
す

る

船

の
紡

っ
て
ゐ
る
の
は
大
和
川
、
淀
川

の
河
口
の

「大
破

」
の
か
げ

で
あ

る
。

そ
の
難
波

の
津
を
た

っ
て
西

に
向

ふ
場
合

、
猪
名

の
ミ
ナ
ト
も
、
武
庫

の
ミ
ナ

ト
も
、
加
古

の
ミ
ナ
ト
も
、
継

の
ミ
ナ

ト
も
、

こ
れ
ら
す

べ
て
が
河

口
に
あ

っ

て
、

や
は
り

「
大
阪
」

に
か

こ
ま
れ
た

「
湖
」

の
感
じ

の
あ
る
泊
り
で
あ

っ

た
。
大
破

に
よ

っ
て
水
門
が
形
づ
く
ら
れ
、

湊
を
な
し
て
ゐ
た
。
そ

こ
に
停

泊

し
、
上
陸

し
、
船
出
す
る
体
験
を
も

っ
た
彼
ら

に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て

「湖

」

字
が
、

ミ
ナ
ト

の
意

に
用
ゐ
ら

れ
た
。

し
か
し
、
上
代

に

お

い

て

「
み
つ
う

み
」
よ
り
も
有

力
で
あ

っ
た

「
あ
は
う

み
」

の
勢
力
が
、
次

第
に
、
時
代

の
降

下
と
共

に
逆

転
し
、

源
氏
物
語

の
頃

に

は
も
う
、

「
み
つ
う
み
」
が
有
力
と

な
り
、
そ
れ
に
対
応

す
る
本
来

の
漢
字

が
、
辞
書
的
な
よ
そ
ほ
ひ
を
も

っ
て
次

第
に
述
作

の
上

に
あ
ら

は
れ
る
頃

に
は
、
万
葉
び
と
の
伝
統

を
重

ん
じ
た

ご
く

一
部

の
文

人
以
外

に
は
、
湖
は

ミ
ヅ
ウ
ミ
と
し
て
の
み
理
解

せ
ら
れ
、
鎌
倉

時

代

に
入

っ
た
、
と
わ
た
く
し
は
考

へ
る
の
で
あ

る
。
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